
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

                        

 

● 進路指導・キャリア教育の目標である、「体験学習を通して自己 

の理解を深めるとともに、進路の関する知識や正しい勤労観・勉学 

観を育成する」に基づき、総合的な学習の時間を中心に、２日間の 

社会体験チャレンジ事業に取り組んでいる。 

● 「社会に出て働くこと」を経験することで、社会のルールを知 

 り、時間を守って行動する意識を高めることができた。また、あ 

 いさつや返事、言葉遣いや礼儀について意識させる機会となった。 

● 生徒の地域や事業所に対する意識を深め、自分たちが多くの人 

たちに支えられていることに気付かせることができた。 

。 

 

● 社会に出て働くことの楽しさが、よく分かった。また、仕事をす 

るということは、楽しいことばかりではなく、大変なことも数多く 

あることが分かった。 

● もう少し日数があれば、仕事を理解し、スムーズに作業ができた 

と思う。 
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